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目 的 

他者と携帯電話でメッセージのやり取りを行

う際，受信メッセージの内容（文字数や友好度）

に自分の返信メッセージの内容を合わせようと

した経験はないだろうか？野崎・多鹿（2010）は，

他者意識と受信絵文字量が送信絵文字量に及ぼ

す影響を調べた。その結果，受信絵文字量が少な

くなることで送信絵文字量が少なくなることや

他者意識が影響を与えることが示された。しかし，

彼らの研究では，質問紙内での場面想定法が用い

られていた。本研究では，参加者自身の携帯電話

のコミュニケーションアプリを介して，メッセー

ジの内容（友好度）が実際に返信メッセージの文

字数等に影響を与える可能性を調べた。また，文

字のメッセージのやり取りもコミュニケーショ

ンであることから，本研究では，コミュニケーシ

ョンスキル等に関する質問への回答を求めた。 

方 法 

実験参加者 実験用の LINE アカウントとグー

グルフォームによる質問サイトの QR コードを記

載した用紙を配布することで参加者を募った。回

答者（全 75 名）のうち，全ての回答を行った有

効回答者は 70 名であった（平均 25.3 歳，SD=12.32，

男性 27 名，女性 43 名）。 

手続き 参加者は，用紙に記載されている QR

コードから，実験者の用意した LINE アカウント

を友達登録することで，自動的に図 1 のようなメ

ッセージが送信され，それに返信する形で回答し

た。その際，メッセージはフレンドリーな内容と

フォーマルな内容の 2種類が無作為な順で送信さ

れた。その後，グーグルフォームによる質問に回

答した。質問項目は，セルフモニタリング（岩淵，

1996），自己隠蔽尺度（河野，2008），コミュニケ

ーションスキル（藤本・大坊，2007）であった。 

結 果 

返信メッセージに含まれる文字数等をカウン

トした結果，フレンドリーよりもフォーマルな方

が文字数が多かった（t(69) = 5.331, p < .001, d = 

0.434）。また，フレンドリーとフォーマルで絵文

字数に違いは認められなかった（t(69) = 0.351, p 

= .726, d = 0.037）。加えて，フレンドリーよりも

フォーマルな方が感嘆符数が少なかった（t(69) = 

3.694, p < .001, d = 0.450）（図２）。 

考 察 

 本研究では，携帯電話のコミュニケーションア

プリを介して，メッセージの内容（友好度）と受

信者のコミュニケーションスキル等が返信メッ

セージの文字数等に与える影響を調べた。その結

果，メッセージの友好度によって返信メッセージ

の文字数や感嘆符数に違いが見られた。これは，

丁寧な文章は相対的に文字数が多くなること，ま

た，フレンドリーなメッセージに含まれる感嘆符

の数を参加者が模倣した結果だと考えられる。加

えて，受信者のコミュニケーションスキル等との

関連についても分析を行った。 
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